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研究成果の概要（和文）：１）起立性調節障害における睡眠相後退型患児らの唾液中メラトニン濃度のピークが
極めて低く，短期入院による睡眠への介入によりメラトニン分泌が改善することを見出した．２）起立後の血中
カテコラミン反応については，現在の起立性調節障害サブタイプの枠を超えた多様さを認めた．３）起立性調節
障害により不登校状態にある患児らの，再登校にむけた具体的な課題をアンケート調査により明らかとした．
４）起立により誘発される頭痛とOxyHbの低下量の間に相関を見出した．５）アトモキセチンによる
Hyperadrenergic POTSの存在を見出し，遺伝子異常・アジア系人種におけるリスクについて国際学術誌に投稿し
た．

研究成果の概要（英文）：1)The peak salivary melatonin concentration in children with regressive 
sleep phases in orthostatic dysregulation was extremely low. We found that melatonin secretion was 
improved after a short hospitalization for sleep intervention. 2)The blood catecholamine response 
can not identify with orthostatic dysregulation subtype.  3)The correlation between orthostatic 
headache and the decrease in OxyHb was found. 4)Atomoxetine-induced hyperadrenergic POTS and genetic
 abnormalities The risk in the Asian population was published in an international journal.

研究分野：小児科学　小児心身医学

キーワード： 小児科学　小児心身症　自律神経　不登校　体位性頻脈症候群　起立性調節障害　睡眠障害　頭痛

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
様々な不定愁訴を整理，定量化することを主題とした本研究において，各臨床症状に対応するバイオマーカーの
特定と，カットオフ値の設定を目標に研究を行った．研究目的の最高到達点としてのスコア完成には至らなかっ
たが，その礎となるいくつかの臨床症状と有効なバイオマーカー，およびカットオフ値を見出し報告できたこと
は今後の研究に十分寄与するものと考える．また症状のいくつかが，ある程度定量化可能な現象であると立証で
きたことは，今後当該分野の研究を勇気づけるものと思われる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

 小児の起立性調節障害(Orthostatic dysregulation; OD)は、たちくらみや動悸、易疲労

感、頭痛、腹痛、起床困難など多彩な症状を呈し、心理社会的関与により症状が大きく起伏

する心身症的側面をもつ疾患である。全中学生の１割という驚くべき潜在的罹患率と、不登

校児の約４割に当疾患が関与していることから社会的なニーズも高く、医学的解決が急務

となっている。にも関わらず有効な治療および治療戦略の発展が進まない現状があり、その

大きな要因として（１）ひとつのベクトルでは評価できない複雑な疾患特性（２）診療者・

研究者間に共通したその時々を評価するクリニカルスコアが存在しない事（３）当該分野へ

の医療者の関心の低さと研究者の少なさがあげられる。 

 

２．研究の目的 

 

本研究ではこれら大きな問題に立ち向かうべく当該分野研究および診療に必要不可欠な土

台を築くこと、つまり因子別パラメータとしての包括的クリニカルスコアを作成し、各スコ

アと定量性を持つバイオマーカーおよび起立時の客観的生体反応指標との相関性をエビデ

ンスレベルで立証、最終的に継時的アウトカム指標としての有効性を確立することで科学

的根拠に基づいた医学としての起立性調節障害を広く認知させ今後の研究・治療法の発展

に寄与することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

起立性調節障害の児によく認める症状、起立不耐症状、睡眠障害、頭痛、疲労感について、

定量評価に有用なバイオマーカーを見出し、カットオフ値を定めることを第一段階とし、そ

の後、総括したクリニカルスコアを開発する。 

 

４．研究成果 

 

様々な不定愁訴を整理，定量化することを主題とした本研究において，各臨床症状に対応

するバイオマーカーの特定と，カットオフ値の設定を目標に研究を行った．睡眠において

は臨床像が多様であり，起立性調節障害をひとくくりのカテゴリーとして述べるには困難

であったが，睡眠相後退型に見える患児らの唾液中メラトニン濃度のピークが極めて低く

リズムが消失している傾向にあり，入院による睡眠への介入によりメラトニン分泌リズム

が改善することを見出し学会報告した． 

 



起立後の血中カテコラミン反応については，現在の起立性調節障害サブタイプの枠を超え

た多様さを認め，学会報告を行ったが今後さらなる検討が必要と思われた．起立性調節障

害により不登校状態にある患児らの，再登校にむけた具体的な課題をアンケート調査によ

り明らかとし，具体的な介入手法の考察とともに 

国内学術誌に投稿した．起立に

より誘発される頭痛に関して，

NIROを用いることで臨床症状と

OxyHbの低下量に相関を見出し

学会報告した．現在国際学術誌

に論文を投稿中である．またそ

の過程で，薬剤による

Hyperadrenergic POTSの存在を

発見し，遺伝子異常・アジア系

人種におけるリスクについて国

際学術誌に投稿した．研究目的

の最高到達点としてのスコア完

成には至らなかったが，その礎

となる臨床症状と有効なバイオマーカー，およびカットオフ値をいくつか見出し報告でき

たことは今後の研究に寄与するものと考える．また症状のいくつかが，ある程度定量化可

能な現象であると立証でき

たことは，今後当該分野の

研究を勇気づけるものと思

われる． 
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